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全ト協が
平成28年10月～12月期の
「トラック運送業界の景況感」
を発表
　平成 28 年 10 月～ 12 月期の「トラック運送業
界の景況感」を公益社団法人全日本トラック協会が
2017 年 2 月 10 日に速報としてまとめ発表した。
　平成 28 年 10 月～ 12 月期の業況判断指数（日
銀短観 12 月）は、非製造業で運輸・郵便業等が改
善したものの、個人消費の回復が脆弱で小売業等が
悪化したため横ばいとなった。一方で製造業は 11
月の米国大統領選におけるトランプ候補勝利後、米
国内の経済成長への期待感による円安効果等が寄与
し、1 年半ぶりに改善した。
　このような状況において、トラック運送業界の
10 月～ 12 月期は、輸送数量や実働率、実車率が
大幅に改善した。さらに燃料価格の下落が寄与した
ことにより、営業利益及び経常利益も大幅な改善
となった。そのため、景況感の判断指標は▲ 12.8
となり、前回（▲ 30.1）から 17.3 ポイント改善し
た。なお、来期の見通しとなる景況感の判断指標
は、OPEC の減産合意による原油高の懸念やドラ
イバー不足等を反映し、今回より 11.6 ポイント悪
化して▲ 24.4 の見通しとなっている。

１．今回（平成28年10月～12月期）の
　　トラック運送業界の状況

① 概況
　平成 28 年 10 月～ 12 月期におけるトラック運
送業界の景況感は、「好転」とした事業者は 17.0％

（前回 11.2％）、「悪化」とした事業者は 28.4％（前
回 37.9％）で、判断指標は▲ 12.8 となり、前回（▲
30.1）から 17.3 ポイントの改善となった。
② 一般貨物
　一般貨物では、輸送数量は「減少」とする事業者

が 28.4％、「増加」とする事業者が 23.0％で、判断
指標は▲ 7.3 となり、前回（▲ 16.8）から 9.5 ポイ
ント改善した。営業収入は「減少」とする事業者が
30.2％、「増加」とする事業者が 25.2％で、判断指
標は▲ 7.0％となり、前回（▲ 16.3）から 9.3 ポイ
ント改善した。営業利益は「減少」とする事業者が
29.1％、「増加」とする事業者が 21.9％で、判断指
標は▲ 9.5 となり、前回（▲ 11.9）から 2.4 ポイン
ト改善した。
③ 特別積合せ貨物
　宅配貨物では、輸送数量は「減少」とする事業者
が 21.6％、「増加」とする事業者が 37.8％で、判断
指標は 16.2 となり、前回（▲ 23.3）より 39.5 ポ
イント改善した。営業収入は「減少」とする事業者が
27.0％、「増加」とする事業者が 40.5％で、判断指
標は 13.5 となり、前回（▲ 10.0）よりも 23.5 ポ
イント改善した。営業利益は「減少」とする事業者が
24.3％、「増加」とする事業者が 29.7％で、判断指
標は 2.7 となり、前回（▲ 3.3）よりも 6.0 ポイン
ト改善した。
　宅配以外の特積貨物では、輸送数量は「減少」とす
る事業者が 34.0％、「増加」とする事業者が 24.5％
で、判断指標は▲ 9.4 となり、前回（▲ 26.0）か
ら 16.6 ポイント改善し
た。営業収入は「減少」と
する事業者が 37.7％、

「増加」とする事業者が
20.8％で、判断指標は
▲ 17.0 と な り、 前 回

（▲ 14.0）から 3.0 ポイ
ント悪化した。営業利益
は「減少」とする事業者が
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26.4％、「増加」とする事業者が 26.4％で、判断指
標は 1.9 となり、前回（▲ 10.0）から 11.9 ポイン
ト改善した。
④ 運賃・料金水準
　運賃・料金水準は一般貨物▲ 2.7（前回▲ 4.1）と
1.4 ポイント改善、宅配貨物は▲ 8.1（前回 6.7）と
14.8 ポイント悪化、宅配以外の特積貨物は 7.5（前
回 8.0）から 0.5 ポイント悪化となっている。
⑤ 実働率等
　実働率は▲ 3.7（前回▲ 16.0）と 12.3 ポイント
改善、実車率は▲ 3.3（前回▲ 14.1）となり 10.8
ポイント改善となった。
雇用状況（労働力の過不足）は 77.3（前回 71.8）と
5.5 ポイント上昇し、不足感が強くなった。採用状
況は▲ 6.6（前回▲ 11.5）で 4.9 ポイント増加し、
所定外労働時間は▲ 2.4（前回▲ 11.7）と 9.3 ポイ
ント増加している。貨物の再委託（下請運送会社へ
の委託割合）は 0.4（前回▲ 10.8）で 11.2 ポイント
増加となった。経常損益は▲ 1.8（前回▲ 13.3）と
なり、指標は 11.5 ポイント改善となった。
⑥ 規模別及び取扱い品目別、地域別
　事業者の規模別では、大規模事業者は▲ 2.2（前
回▲ 22.6）と 20.4 ポイント改善、中規模事業者は
▲ 10.6（前回▲ 26.6）となり、16.0 ポイント改善、
小規模事業者は▲ 20.0（前回▲ 38.6）と 18.6 ポイ
ント改善となっている。
　一般貨物における主な取扱い品目別については、
消費関連貨物は▲ 8.7（前回▲ 25.4）と 16.7 ポイ
ント改善、建設関連貨物は 2.7（前回▲ 30.1）と
32.8 ポイント改善、機械関連貨物は▲ 27.3（前回
▲ 24.7）と 2.6 ポイント悪化しており、その他貨
物は▲ 19.9（前回▲ 36.9）と 17.0 ポイント改善
している。
　一般貨物について業界の景況感を地域別にみる
と、北海道、関東、北陸信越、中部、近畿、四国は

水準を上げているが、九州はほぼ横ばいである。

2．今後（平成29年１月～３月期）の見通し

① 概況
　平成 29 年１月～３月期の見通しについて、業界
の景況感の判断指標は▲ 24.4 で、今回から 11.6
ポイント下がる見込みだ。
② 一般貨物
　一般貨物について、輸送数量はほぼ横ばい、営業
収入はやや悪化、営業利益は悪化の見込みである。
③ 特別積合せ貨物
　宅配貨物について、輸送数量、営業利益は悪化、
営業収入はやや悪化の見込みである。
　宅配以外の特積貨物について、輸送数量はほぼ横
ばい、営業収入はやや改善、営業利益は悪化の見込
みである。
④ 運賃・料金水準
　一般貨物はほぼ横ばいの見込み、宅配貨物は僅か
に低下、宅配以外の特積貨物はやや低下の見込みで
ある。
⑤ 実働率等
　実働率、実車率はやや悪化の見込みである。雇用
状況（労働力の過不足）は指標の水準を上げ、不足感
が強まる見込みである。採用状況はほぼ横ばい、所
定外労働時間、貨物の再委託（下請運送会社への委
託割合）はやや悪化、経常損益は指標の水準を下げ
る見込みである。
⑥ 規模別および取扱い品目別、地域別
　事業者の規模別では、大規模事業者、中規模事業
者においては悪化、小規模事業者においてはやや悪
化の見込みである。
一般貨物における主な取扱い品目別では、消費関連
貨物、建設関連貨物、機械関連貨物は水準を下げ、
その他貨物はやや悪化の見込みである。一般貨物に
おける地域別で
は、 北 海 道、 東
北、 北 陸 信 越、
四 国、 九 州 で は
水 準 を 下 げ、 近
畿はほぼ横ばい
の見込みである。
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